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平成１６年１０月２９日 

各 位 

 
本社所在地  東京都中央区日本橋二丁目７番９号 

会 社 名  株式会社Ｔ＆Ｄホールディングス 

代 表 者 名  代表取締役社長 宮戸 直輝 

    （コード番号：8795 東証・大証第一部） 

問 合 せ 先  総務部課長（広報担当）熊谷 

電 話 番 号  03-3231-8685 

 

平成 17 年３月期中間期業績予想の修正及び 

平成 17 年３月期中間期末の有価証券評価損（太陽生命保険株式会社）のお知らせ 

 

当社の平成 17年３月期中間期業績予想の修正について、下記のとおりお知らせいたします。ま

た、当社の連結子会社である太陽生命保険株式会社における平成 17 年３月期中間期末の有価証券

評価損の発生についても、あわせてお知らせいたします。 

 なお、平成 17 年３月期通期業績予想については、現時点では修正はありませんが、今後必要が

あれば速やかに公表いたします。 

 

記 
 
 
１．平成 17 年３月期中間期業績予想の修正（平成 16 年４月１日～平成 16 年９月 30 日） 

 

（１）当社（連結）                            （単位：億円） 
 前回発表予想（A） 

(平成 16 年５月 19 日) 
今回修正予想（B） 増減額(B－A) 増減率(%) 

経常収益 １１，８４０ １２，１５０ ３１０ ２．６ 

経常利益 ４２０ ５８０ １６０ ３８．１ 

中間純利益 ２８０ ２６０ △２０ △７．１ 

①経常利益 

当初予定に比べ、利息・配当金等収入が約 100 億円増加すること及び個人保険の死亡保険金

が約 70 億円減少することにより、160 億円の上方修正となる見込みです。 

 ②中間純利益 

経常利益が増加した一方、当初予定に比べ契約者配当準備金繰入額が増加することによる約

30 億円の減少や、特殊要因として過年度に有税処理した有価証券・不動産に係る繰延税金資産

の回収スケジューリング可能性の判定基準をより厳格化したことに伴う取崩しによる約 90 億

円の減少があるため、前回発表予想から 20 億円の減少となる見込みです。 
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③その他 

平成 16 年８月 12 日付有価証券届出書を提出しました、太陽生命保険株式会社及び大同生命

保険株式会社が保有する当社株式の売出しに伴う親会社株式売却益は、両社の損益計算書にお

いて特別利益にそれぞれ 58 億円計上されますが、当社の連結損益計算書には計上されず、連結

貸借対照表において資本剰余金に 74 億円（税引後）が合算して計上されます。 

 

（参考） 
生命保険会社３社（単体）の平成 17 年３月期中間期業績予想の修正（平成 16 年４月１日～平成
16 年９月 30 日） 
 
■太陽生命保険株式会社                          （単位：億円） 
 前回発表予想（A） 

(平成16年５月19日) 
今回修正予想（B） 増減額(B－A) 増減率(%) 

経常収益 ５，８７０ ５，９９０ １２０ ２．０ 
経常利益 １２０ １５０ ３０ ２５．０ 
 うち基礎利益 １４０ １９０ ５０ ３５．７ 
中間純利益 ３０ ９０ ６０ ２００．０ 
①経常利益（うち基礎利益） 
当初予定に比べ、利息・配当金等収入が約 30 億円増加することにより、30 億円（うち基礎
利益が 50 億円）の上方修正となる見込みです。 
②中間純利益 
経常利益の増加に加え、特殊要因として特別利益に親会社株式売却益 58 億円を計上すること
による増加もあったため、60 億円の上方修正となる見込みです。 
 
■大同生命保険株式会社                          （単位：億円） 
 前回発表予想（A） 

(平成16年５月19日) 
今回修正予想（B） 増減額(B－A) 増減率(%) 

経常収益 ５，４１０ ５，５７０ １６０ ３．０ 
経常利益 ３３０ ４７０ １４０ ４２．４ 
 うち基礎利益 ３９０ ５２０ １３０ ３３．３ 
中間純利益 １３０ １３０ ０ ０．０ 
①経常利益（うち基礎利益） 
当初予定に比べ、利息・配当金等収入が約 60億円増加すること及び個人保険の死亡保険金が
約 70億円減少することにより、140 億円（うち基礎利益が 130 億円）の上方修正となる見込み
です。 
 ②中間純利益 
経常利益の増加に加え、特殊要因として特別利益に親会社株式売却益 58 億円を計上すること
による増加があったものの、一方で運用収支の改善にともない当初予定に比べ契約者配当準備
金繰入額が増加することによる約 30 億円の減少や、特殊要因として過年度に有税処理した有価
証券・不動産に係る繰延税金資産の回収スケジューリング可能性の判定基準をより厳格化した
ことに伴う取崩しによる約 90億円の減少があるため、前回発表予想どおりとなる見込みです。 
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■Ｔ＆Ｄフィナンシャル生命保険株式会社                  （単位：億円） 
 前回発表予想（A） 

(平成16年５月19日) 
今回修正予想（B） 増減額(B－A) 増減率(%) 

経常収益 ７００ ６００ △１００ △１４．３ 
経常利益 △２０ △２０ ０ ０．０ 
 うち基礎利益 △２０ △２０ ０ ０．０ 
中間純利益 １３０ １３０ ０ ０．０ 
①経常収益 
当初予定に比べ、保険料等収入が約 70億円減少することにより、100 億円の下方修正となる
見込みです。 
 ②経常利益（うち基礎利益） 
  経常収益が減少したものの、当初予定に比べ、責任準備金等繰入額が約 130 億円減少するた
め、前回発表予想どおりとなる見込みです。 
 ③中間純利益 
  連結納税導入の効果約 160 億円を当中間期に計上することにより、前回発表予想どおりとな
る見込みです。 
 
（２）当社（単体） 
公表済みの平成 17年 3月期中間期業績予想に修正はありません。また、配当金についても修

正はありません。 

 

２．平成 17 年３月期中間期末の有価証券評価損（太陽生命保険株式会社） 

 

太陽生命保険株式会社の、平成 16年 9月末におけるその他有価証券に係る評価損（減損処理

額）を算出した結果、次のとおりとなりましたので、お知らせいたします。 

なお、当社グループでは、資産の健全性重視の観点から、その他有価証券のうち時価のある

国内株式及び外国株式等については、時価の下落率が取得原価に比べて 30％以上となっている

ものについて減損処理を行うこととしており、太陽生命保険株式会社についても、当連結会計

年度より当該基準を適用しています。 

 

■太陽生命保険株式会社 

（Ａ）平成 17 年３月期中間期末の有価証券評価損計上額 ２５億円 

（Ｂ）平成 16 年３月期の純資産の額 

（Ａ／Ｂ × １００） 

２，２５２億円 

１．１（％） 

（Ｃ）平成 16 年３月期の経常利益額 

（Ａ／Ｃ × １００） 

３１８億円 

８．１（％） 

（Ｄ）平成 16 年３月期の当期純利益額 

（Ａ／Ｄ × １００） 

７０億円 

３６．８（％） 

 
以上 


